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１ 研究主題 

 

 

２ 研究の具体 

  合同研修や日常的な情報交換、交流活動を通して「子どもの育ちや学びがつながっていること」

「保育者、小学校教員の子どもへの関わり」を共通理解しながら、幼小接続に向けて取り組んで

いる。 

（１）合同研修・公開保育などを通して、互いの教育を理解し合う。 

（２）互いのカリキュラムを通して育みたい力、教職員の子どもへの関わりを共通理解する。 

（３）園児と児童の互恵性のある交流活動について考える。 

（４）園での子どもの育ちや学びが、小学校以降の学習の基盤へと結び付く方向に向かおうとして 

いるのかを考える。 

３ 研究の構想 

                                             

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究を振り返って 

 ○合同研修や公開保育後の話し合い、日頃の情報交換などを通して、教職員が互いの教育について 

もっと知りたいという思いが強くなり、教職員同士の関係が深まった。 

 ○５歳児の教育課程と小学校のスタートカリキュラムなどを見合わせて「育みたい資質・能力」に 

ついて話し合う中で、子どもの育ちや学びのつながりが見えてきた。 

 ○園児と児童の交流活動については、事前事後の話し合いを大切に内容を工夫しながら取り組み、

交流後の子どもたちの育ちを丁寧に見取っていくことで、子どもたちの育ちにとって意味のある

交流活動を検証することができた。 

 ○幼小接続の取組を通して、大切なことは教職員同士のつながりであり、取組を継続していくため

には、全ては子どもたちのためにという意識を園や学校全体でもつことが大切であると考える。 

 

木…子どもの成長 

乳幼児期において育まれ
る資質・能力は小学校教
育を通してさらに伸びて
いく。その過程で根を張
り巡らせ、しっかりとし
た土台を築き、幹を太く
大きくし、枝や葉の数を
増やしながら、生涯にわ
たって生きる力となる健
やかな体、豊かな心、確
かな学力が育まれる。 

根っこ…心の中の 

    思い 

「やってみたい」「分か
った！」「どうやって？」
などいろいろな思いを
抱き、試行錯誤を繰り返
す中で、よさや可能性を
発揮しながら心の根を
張り巡らす。 

太陽…家庭・地域 

成長していく木を温
かく包み込み、優し
く見守っている。 

虹…園と小学校を 

  つなぐ架け橋 
『教職員同士の相
互理解』『園児と児
童の交流活動』を中
心に滑らかな幼小
接続を目指す。 

水…身近な人の 

  温かい関わり 
共感する、ありのま
まを受け止める、肯
定的なまなざしで
見守るなど温かく
関わることで、子ど
もの心が安定する。
心の安定は、しっか
りとした学びの土
台を築き、より意欲
的に遊びや学習に
向かうことができ
る。 

一人一人の成長をつなぐ幼小接続をめざして 

～相互理解を深めながら～ 

 


